
子育て支援施設～（仮称）子育て支援施設・子どもの館～事業計画提案の概要 
  

 
グループ名･･･【北九州子育ち・親育ちエンパワメントフォーラム】 
○(特活)北九州子育ち・親育ちエンパワメントセンター ⇒子育てに対する理念・経験・ノウハウ・人的ネットワークを保有 
○西 部 ガ ス            ⇒地域に密着した企業経営、組織運営ﾉｳﾊｳ・各家庭へのﾈｯﾄﾜｰｸを保有 

はじめに･･･今回の事業体について 

 
 
（１）北九州市における今後の少子社会対策のあり方について 
  ・少子社会を生み出す背景･･･子どもと正面から向き合える大人が少なく、子どものための時間・空間が減少 
   子どもの心身の異常、親の疲弊、ひきこもり等の問題が顕在化 ⇒ 問題発生前の予防措置が不可欠 
    
 
 
 
 
 
（２）応募動機 
  ・子育てに対する社会からのニーズ⇒問題を解決するために専門性、縦割りを超えてコーディネートする能力 
    

子育てに対する理念・ノウハウを共有するＮＰＯ + 地域に密着し信頼を受けている企業が提携することで実現

    

１．少子社会対応への考え方 

子育て支援プラザ 
・乳幼児の育成支援 
・養育者の育成支援 
・支援者の育成支援 

子どもの館 
・幼児～高校生の自己表現 
・幼児～高校生の居場所作り

・支援者の育成支援 

ノウハウ・人材を蓄積 第二、第三層へ提供 

 
 
（１）組織の運営体制 

①基本的な考え方   ⅰ)両者の強みを生かした 2 社協働体制  ⅱ)２館１体運営を生かしたメリットの創出 
            ⅲ)十分な安全性を確保した上での新たな勤務体制 ⅳ)魅力あるサポーター制度の運用 
 ②組織体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）施設管理計画  ⇒ ・「ＰＤＣＡマネジメントシステム」にそった管理運営業務の実践 
             ・確実な作業内容の点検、チェック  ・作業内容に合致した最適な発注先の選定 
   ＜施設管理に要する人件費と委託作業費＞ 

 子育て支援プラザ 子どもの館 
人 件 費 ６６，９２５千円 ５４，５０６千円 
委託作業費 ８，２００千円 １６，５２７千円 
合   計 ７５，１２５千円 ７１，０３３千円 

                       ※人件費・委託作業費とも通年ベースで表示 
 
（３）資質向上のための研修計画 ⇒「業務マニュアル」に基づき日常での作業精度の向上を図るとともに、西部ガ

スの人材開発センターを活用しての各種集合教育の実施 
（４）個人情報保護管理計画 ⇒情報管理責任者による定期的なチェックを行なうことにより、「プライバシーポリシ

ー」に基づく個人情報保護管理を徹底 
（５）企業・団体や人材等の活用策 
 
  
   

２．施設の管理運営 

子育て支援プラザ      子どもの館 
 
・総括マネジャー     ・総括マネジャー 
・事業現場リーダー    ・事業現場リーダー 
・設備管理リーダー    ・設備管理リーダー 
・情報管理リーダー    ・総務担当 
・総務会計リーダー 
                  

+ 

・事業現場定時間スタッフ(２館とも) 
・事業企画定時間スタッフ(２館とも) 
・各種サポーター(２館とも) 
・各種スタッフ(２館とも) 
・一時預かり定時間スタッフ(子育て支援プラザ)
・一時預かりスタッフ(子育て支援プラザ) 
・情報管理定時間スタッフ(子どもの館) 
・総務担当(子どもの館) 

子育て支援プラザ 

子どもの館 

ボランティア団体 

企  業 

ＮＰＯ法人 

大  学 

 
 
（１） 子育て支援への取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）集客事業計画 
  ①集客目標数                                      （人） 

 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 
子育て支援プラザ ４５，４８３ １８１，９３３ １９６，１３１ ２０２，９９３ 
子 ど も の 館 ― ４６５，７４８ ５３８，２９３ ５６８，２９３ 
合 計 ４５，４８３ ６４７，６８１ ７３４，４２４ ７７１，２８６ 

  ②大型集客イベント 
 
 
 
           春休み・夏休み・冬休み・大型連休の際に各種イベントを開催 
  ③広報・セールス計画 
 
 
 
 
 
（３）子育て情報の収集・発信 
    「子育て支援プラザ」⇔「乳幼児親子」 「子どもの館」⇔「小中高生」 
                                 各種行政機関、団体、企業からの子育てに関す

る情報を収集し、効果的に発信 
（４）一時預かり、その他自主事業計画 
   ・一時預かりについては、十分な保育士を確保の上、西展・国際会議場等にも積極的な働きかけ 
   ・売店業務⇒「クレヨンハウス」「市内生協」の候補に効果的な店舗運営 飲食業務⇒市内ＮＰＯと協働 
   ・自主事業⇒「フリーマーケット」「出版事業」「出版支援」「講師派遣」「農産物販売」を企画 
（５）関係団体との連携計画 
   ・「テーマ別支援」「プロセス別支援」「対象別支援」の３分類別に、関係団体と連携 

３．子育て支援・集客に向けた取り組み 

子育て支援プラザ 
【基本コンセプト】 
・子ども、親、NPO、支援者などが相互に学びあい、育ちあう 
場の提供 

・子育てに大切なリソースを市内外から発掘し、育成 
・子育て支援の３層構造の有効に機能 
【事業項目】 
・親、養育者の育ちを支えるノウハウの形成、プログラム化 
・乳幼児の育ちを支えるノウハウの形成、プログラム化 
・子ども・子育てに関する情報の集積と発信 
・子育て支援者の実践的養成と第３層への供給 
  ・地域に現場を持つサポーターへのＯＪＴ事業 
  ・利用者→サポーターステップアップ事業 
  ・各種サポーター養成講座 
・子ども・子育てに関する市民活動の活性化支援 
・区と協働し第２層レベルの支援施策の充実 
・市民センターと協働し第３層レベル支援施策の充実 
・企業内教育へのプログラム提供 
・市内各子ども・子育て施設との緊密な連携 
・芸術、学習、観光など市内施設との多様な連携 

子どもの館 
【基本コンセプト】 
『子どもたちが作る、子どもたちのための子どもたちの場』 
・幼児～高校生の自己表現、社会参画のノウハウの形成、プログラム化 
・子どもの居場所作り、及び地域活性化のノウハウの形成、プログラム化

・子育て支援プラザの分館機能 
 
各ゾーンの機能変更 
～各ゾーンの特性を最大限に発揮できるように変更～ 

特別重点事業の実施 
 ・日常企画…子どもの館探検団、「からだであそぼう！」 
 ・ホール企画…遊びとおもちゃの講演会、キッズシアターｅｔｃ 
 ・地域連動事業…子どもの館から飛び出し地域と連動して子どもの育つ

場所の創出 
 ・学童保育、児童館、市民センター連携事業 
 ・誘致事業…子どものためのドラマスクール、中学生ソーラン大会 
       詩のボクシング等の開催 
連携事業  
 ・相談事業…専門家（思春期保健相談士、臨床心理士）等を配置 
 ・市内他施設・他機関協働事業、民間・市民活動連携事業 
 

このコンセプトを実現するために 

講 演 コンサート ブックトーク おもちゃ作家 遊びのワーク 舞台劇人形劇 

≪口コミ≫ 
・ＮＰＯ等関係団体への周知 
・幼稚園、小学校等への活動誘致・ポイントカード

・メルマガ会員登録、情報発信・お友達紹介の推進

 

≪ニュースレター等ＰＲ9≫ 
・西部ガス広報誌への折込、掲載 
・ドンナマンマ等への掲載 
・ポスターの製作、配布 
・全児童、園児へのﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布 

≪他施設・団体とのコラボ≫ 
・西部ガスショールームでのＰＲ

・企業ＨＰへのリンク 
・地元マスコミとの連携 

+ + 

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 
収入合計 5,673 千円 62,669 千円 69,780 千円 76,549 千円 
支出合計 36,340 千円 408,832 千円 411,585 千円 412,294 千円 
過不足額 △30,667 千円 △346,163 千円 △341,805 千円 △335,745 千円 

  

４．収支計画 

希望負担額   30,000 千円   340,000 千円  333,500 千円  330,000 千円 
負担額合計  1,033,500 千円 


